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︵
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︶
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史
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史
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山
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英
︶

勝
間
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浩︵
38
社
︶

落
合
克
忠︵
40
社
︶

植
松
弘
義︵
43
営
︶

大
川
由
起
子︵
50
英
︶

後
藤
環
樹︵
52
物
︶

高
木　

基︵
54
観
︶
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又
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経
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エ
ス
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シ
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ハ
ワ
イ
立
教
会
は
、1
月
31
日

に
ク
ヒ
オ
通
り
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
モ

ナ
ー
ク
ホ
テ
ル
最
上
階「
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
ル
ー
ム
」に
お
い
て
、
午
前

11
時
半
か
ら
午
後
2
時
ま
で
新
年

会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
大
塚
会

員
の
紹
介
で
、カ
ナ
ダ
立
教
会
の

松
本
真
一
郎
氏
と
奥
様
の
瀬
戸
山

久
子
さ
ん
も
出
席
さ
れ
た
。
今
回

の
新
年
会
は
、
各
会
員
の
近
況
報

告
か
ら
始
ま
り
、
会
員
の
光
成
君

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る「
花
ま
る
」

特
製
豪
華
弁
当

を
楽
し
み
な
が

ら
談
笑
し
た
。

最
後
に
、
記
念

写
真
を
撮
り
、

副
会
長
の
寺
泉

氏
の
リ
ー
ド
で

「
立
教
大
学
第

一
応
援
歌
」を

歌
っ
て
か
ら
閉

会
し
た
。

　

会
員
・
家
族
、
総
勢
40
名
が
参

加
。
勝
間
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
と
し
て
お
見
え
い
た
だ
い
た

三
島
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
関
会

長
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
大
川
前
会
長
の
乾
杯
で
開

宴
と
な
り
ま

し
た
。
お
い
し

い
料
理
を
味
わ

い
な
が
ら
、
新

趣
向
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
や
会
員

の
星
野
氏
の
ギ

タ
ー
演
奏
を

楽
し
み
、
最
後

は
恒
例
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
大

盛
況
。
記
念
写
真
を
撮
っ
た
後
、

全
員
で
鈴
懸
の
径
を
合
唱
。
和
気

藹
々
の
う
ち
に
、
赤
堀
副
会
長
の

挨
拶
に
て
閉
宴
。
次
回
の
再
会
を

約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

︵
事
務
局
長 ︵
株
︶大
塚
商
会

 

上
席
執
行
役
員 

広
瀬
光
哉 

昭

54
産　

記
︶

　

恒
例
の
新
年
会
は
松
戸
・
柏
な

ど
か
ら
60
名
が
参
加
。
雨
宮
会
長

の
新
年
挨
拶
、
校
友
会
総
務
員
沖

田
氏︵
H
16
卒
︶の
大
学
の
近
況

報
告
、
舞
台
は
一
転
「
新
春
落
語

の
会
」に
変
わ
り
ま
し
た
。
演
じ

た
の
は
母
校
落
研
O
B
の
芙
蓉
亭

忘
朝
こ
と
佐
々
木
直
行
氏︵
S
49

年
卒
︶と
友
人
の
舟
木
氏︵
S
48

年
卒
︶で
、
舟
木
氏
は「
反
対
車
」

を
、
佐
々
木
氏
は「
野
さ
ら
し
」

を
本
職
顔
負
け
の
メ
リ
ハ
リ
の
利

い
た
芸
で
楽
し
ま
せ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
気
持
が
緩
ん
だ
所
為
か
ス

ピ
ー
チ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
懇
親

会
は
盛
り
上
が
り
、「
栄
光
の
立

教
」を
斉
唱
し
、
芦
田
純
氏︵
S
30

年
卒
︶の
発
声
で
会
を
締
め
ま
し

た
。
松
戸
立
教
会
は
8
月
「
花
火

観
賞
の
夕
べ
」、
3
月
・
9
月
「
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」「
六
大
学
対
校
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」、
11
月
「
紅
葉
狩

り
バ
ス
旅
行
」、「
立
教
大
学
入
試

説
明
会
」等
、
地

域
校
友
の
懇
親

並
び
に
母
校
へ

の
寄
与
等
を
念

願
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
問

合
せ
は
中
山
幹

事
長︵
T
E
L
0
4
7
‐
3
6
7
‐

2
0
2
6
︶ま
で
。

　

昨
秋
、永
瀬
洋
治
前
会
長
が
歴

代
3
人
目
の「
名
誉
市
民
」に
推

戴
さ
れ
ま
し
た
。
市
政
75
年
人
口

50
万
人
の
埼
玉
県
川
口
市
に
あ
っ

て
こ
の
称
号
は
大
変
な
栄
誉
で
す
。

　

50
名
の
会
員
と
新
地
課
長
も
加

わ
っ
て
い
た
だ

き
マ
グ
ナ
ム

シ
ャ
ン
パ
ン
で

乾
杯
し
ま
し

た
。
そ
の
後

の
ビ
ン
ゴ
で
は

全
員
に
立
教

グ
ッ
ズ
が
当

た
り
大
満
足

で
し
た
。

　

2
月
5
日
、
熱
海
後
楽
園
ホ
テ

ル
に
て
平
成
20
年
度
熱
海
立
教
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
お

総
会
で
は
、
原
英
之
氏︵
S
51
年

卒
・
産
関
︶が

会
長
、出
口
直

樹
氏︵
H
1
年

卒
・
英
︶が
幹

事
長
に
選
出

さ
れ
、新
役
員

が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
経
済
の
落
ち
込
み
の

な
か
、健
闘
す
る
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
を
励
ま
す
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
を
牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
食
べ
放

題
の「
し
ゃ
ぶ
禅
」静
岡
店
と
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。こ
の
テ
ナ
ン
ト
ビ

ル
の
オ
ー
ナ
ー
は
、O
B
の
高
田
学

︵
ユ
ア
ー
ズ
静
岡
︶で
す
。
励
ま
し

役
は
、
手
塚
昭
次︵
梅
が
島
温
泉

ホ
テ
ル
梅
薫
楼
︶、望
月
治
己︵
ホ

テ
ル
ア
ー
バ
ン
ト
︶、松
田
敏
孝︵
サ

ン
ロ
フ
ト
︶ほ
か
の
各
先
輩
社
長
。

励
ま
し
役
の
面
々
が
写
っ
て
お
ら

ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
励
ま

さ
れ
た
の
は
写
真
の
面
々
で
す
。

経
済
危
機
を
乗
り
切
っ
て
明
る
い

社
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。
な
お

当
日
は「
し
ゃ
ぶ
禅
」チ
ェ
ー
ン
東

京
本
社
の
菅
野

諒
社
長︵
O
B
︶

か
ら
多
大
な

お
心
遣
い
を
頂

き
ま
し
た
。
紙

面
を
も
っ
て
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

10
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
30
名

近
い
校
友
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

第
2
部
の
懇
親
会
で
は
、
全
員
の

自
己
紹
介
で
盛
り
上
が
り
、
各
世

代
の
立
教
野
球
の
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。
O
G
の
荻
原
ひ
と
み
氏

が
社
長
を
務
め
る
精
養
軒
プ
ル
ミ

エ
に
て
、
美

味
し
い
食

事
と
お
酒

を
十
分
に

楽
し
み
ま

し
た
。応
援

団
の
O
B
2

人
に
よ
る

校
歌
・
応
援

歌
で
盛
会

の
う
ち
に

閉
会
し
ま

し
た
。

　

2
0
0
8
年
12
月
4
日︵
木
︶、

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京

に
て
交
通
広
告
立
教
会
の
2
回
目

の
忘
年
会
が
華
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
35
年
卒
の
谷

先
輩
を
は
じ
め
平
成
卒
の
O
B
・

O
G
を
含
め
て
27
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
学
生
時
代
の
想
い
出
話
し

や
現
在
の
広
告
業
界
の
話
な
ど
で

大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。
こ
ん
な

時
代
で
は
あ

り
ま
す
が
、

元
気
に
社
会

を
盛
り
上
げ

る
交
通
広
告

立
教
会
で
あ

り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

当
会︵
略
称「
立
教
I
T
会
」︶

の
12
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、当
会
幹
事
の
井
口

一
世
氏︵
昭
和
53
経︵
株
︶井
口
一
世 

代
表
取
締
役
社
長
︶に
よ
る
講
演

「
こ
れ
か
ら
来
る
I
T
バ
ブ
ル 

―

― 

も
の
づ

く
り
立
国
は

I
T
で
可
能

に
な
る
」を

実
施
し
ま
し

た
。

　

懇
親
会

で
は
、
当
会

副
会
長
の
今

城
浩
光
氏

︵
昭
和
45
数

︵
株
︶ブ
レ
イ

ニ
ー
ワ
ー
ク

ス 

監
査
役
︶

に
よ
る
乾
杯
の
後
、名
刺
交
換
、立

教
グ
ッ
ズ
や
会
員
ご
提
供
の
賞
品

に
よ
る
ビ
ン
ゴ
大
会
、新
入
会
員
の

自
己
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
、
交
流

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

応
援
歌
、校
歌
の
斉
唱
と
、盛
り
上

が
り
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

入
会
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、︵
株
︶大
塚
商
会
内 

立
教

I
T
会
事
務
局︵
0
3
‐
3
2
6
4

‐
7
1
1
1︵
大
代
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︶ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

jim
ukyoku@

stpaul-it.net

　

去
る
1
月
28
日
、
池
袋
キ
ャ
ン

パ
ス
第
一
食
堂
に
て
、昨
年
に
引
き

続
き
大
成
建
設
グ
ル
ー
プ
立
教
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候

に
恵
ま
れ
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
総
勢
30
名
を
超
す
参
加
者
が
集

ま
り
、
今
年
4
月
に
グ
ル
ー
プ
各

社
に
入
社
す
る
4
名
の
内
定
者
の

皆
さ
ん
を
囲
み
な
が
ら
、
盛
大
な

中
に
も
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

井
出
常
務
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯

の
後
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
お

迎
え
し
た
西
崎
様
の
お
話
に
始
ま

り
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
や
、
立

教
大
学
に
ま

つ
わ
る
○
×

ゲ
ー
ム
等
で

大
い
に
盛
り

上
が
り
、
最

後
は
第
一
応

援
歌
と
校

歌
を
全
員
で

歌
っ
て
お
開

き
と
な
り
ま

し
た
。O
B
、

O
G
の
中
に

は
久
し
ぶ
り

に
キ
ャ
ン
パ

　

同
業
の
同

窓
生
が
オ
ー

プ
ン
に
集
ま

り
親
睦
を

深
め
て
い
ま

す
。
今
回
は

久
し
ぶ
り
に

新
入
会
員
の

参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

京
成
千
葉
駅
近
く
同
窓
の
中
島

義
美
氏︵
45
営
︶経
営
エ
ス
ト
!
プ

ロ
ッ
シ
モ
に
て
８
年
ぶ
り
に
千
葉

県
庁
立
教
会
を
開
催
。
会
員
57
人

中
22
人
が
出
席
。
会
長
に
小
川
延

英
さ
ん︵
49
法
︶を
選
出
し
、
来
年

も
開
催
の
音
頭
の
も
と
幹
事
6
名

も
選
出
し
ま
し
た
。店
限
定
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
で
乾
杯
し
、
本
格
イ
タ

リ
ア
ン
と
ワ
イ
ン
、ビ
ー
ル
で
大
い

に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。前
回
作
っ

た
会
旗
を

前
に
記
念
撮

影
。
職
場
で

の
協
調
も
願

い
つ
つ
、
半

数
は
カ
ラ
オ

ケ
2
次
会
へ

と
。

　

3
月
12
日︵
木
︶、日
立
目
白
ク

ラ
ブ
に
て
、「
第
3
回 

日
立
グ
ル
ー

プ
立
教
会
」が
開
催
さ
れ
、日
立
グ

ル
ー
プ
立
教
O
B
・
O
G 

約
40
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
懐
か
し
い
思
い
出
話
や

仕
事
上
の
情
報
交
換
な
ど
、
年
齢

の
隔
て
な
く
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

最
後
は
集
合
写
真
と
校
歌
で
締
め

く
く
ら
れ
、
大
変
賑
や
か
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ご
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方

が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、

歴
史
の
浅

い「
日
立
グ

ル
ー
プ
立

教
会
」で
す

の
で
、お
気

軽
に
ご
参

加
頂
け
ま

し
た
ら
、幸

い
で
す
。

　

エ
ア
・
ブ
ラ
ウ
ン︵
株
︶に
勤
務
し

て
い
る
立
教
出
身
者
が
5
名
に
な

り
、2
0
0
9
年
4
月
20
日
に
歓

迎
会
を
行
い

ま
し
た
。
今

後
も
機
会
を

見
て
、
飲
み

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
よ
う
と

の
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

写
真
左
か
ら
、

伊
藤
︵
理
学
部
化
学
科
卒
︶

嶋
津
︵
理
学
部
化
学
科
卒
新
人
︶

市
村
︵
法
学
部
法
学
科
卒
︶

松
木
︵
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
︶

鈴
木
︵
社
会
学
部
観
光
学
科
卒
︶で
す
。

ス
を
訪
れ
た
人
も
多
く
、
キ
ャ
ン

パ
ス
や
周
辺
の
街
並
み
の
変
わ
り

よ
う
に
驚
き
、
在
学
時
を
懐
か
し

ん
で
談
笑
し
た
り
、
互
い
の
近
況

を
報
告
し
あ
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

卒
業
後
何
年
経
っ
て
も
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
立
教
大
学

が
大
き
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、

大
い
に
実
感
し
た
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。


